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は
じ
め
に

明
治
一
一
年
六
月
太
政
官
達
に
よ
り
「
｜
門
以
下
平
士
一
一
至
ル
迄

総
テ
士
族
卜
可
称
事
（
１
）
」
と
あ
り
、
同
年
十
一
一
月
二
日
、
「
中
下

大
夫
以
下
ノ
称
呼
ヲ
廃
シ
、
都
テ
士
族
又
〈
卒
ト
称
シ
、
禄
制
ヲ

定
ム
ル
事
（
２
）
」
の
布
告
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
明
治
五
年
一
月

「
各
府
県
ノ
貫
族
卒
ニ
シ
テ
従
前
番
代
ノ
際
抱
替
ノ
称
ヲ
以
テ
即

チ
其
ノ
子
一
一
俸
禄
ヲ
伝
与
シ
自
カ
ラ
世
襲
ノ
状
ヲ
成
ス
者
〈
今
後

総
テ
士
族
ト
ナ
ス
…
…
而
シ
テ
其
ノ
家
禄
〈
旧
一
一
価
ラ
シ
ム
、
但

夕
新
一
一
命
シ
テ
給
仕
終
身
二
止
マ
ル
者
〈
平
民
一
一
復
籍
セ
シ
メ
テ

其
ノ
禄
額
ヲ
給
与
ス
」
と
布
告
し
、
卒
族
は
士
族
か
平
民
に
な
っ

た
（
３
）
。
か
く
て
旧
武
士
階
級
は
士
族
と
称
さ
れ
、
平
民
と
区
別

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
依
然
俸
禄
に
依
存
し
た
消
費
階
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士
族
授
産
の
一
考
察

ｌ
静
岡
県
牧
野
原
の
開
墾
に
つ
い
て
Ｉ

級
に
外
な
ら
な
く
、
又
待
遇
、
特
権
も
旧
時
代
と
同
様
で
、
旧
来

の
特
権
階
級
に
外
な
ら
な
か
っ
た
が
、
廃
藩
置
県
を
起
点
と
し
て

質
的
に
封
建
制
か
ら
の
脱
却
を
せ
ま
ら
れ
、
ま
ず
明
治
四
年
十
二

月
十
八
日
「
華
士
族
、
卒
在
官
ノ
外
、
自
今
農
工
商
ノ
職
業
相
営

候
儀
被
差
許
候
事
（
４
）
」
と
達
せ
ら
れ
、
士
族
、
卒
の
ま
ま
他
の

職
に
就
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
は
、
身
分
と

職
業
の
妓
初
の
分
離
で
あ
る
と
同
時
に
、
階
級
上
士
族
と
平
民
と

の
差
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
後
士
族
の
称
呼
は
身

分
を
の
み
表
示
す
る
名
目
上
の
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
六

年
十
二
月
、
家
禄
奉
還
の
布
告
に
よ
っ
て
俸
禄
と
い
う
封
建
的
要

素
か
ら
も
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
前

後
を
見
る
に
、
明
治
元
年
よ
り
明
治
九
年
八
月
に
か
げ
て
行
な
わ

れ
た
家
禄
制
の
改
変
更
に
は
禄
制
廃
止
の
過
程
上
の
一
時
点
に
当

中
山
道
生
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る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
旧
幕
臣
に
つ
い
て
は
明
治
元
年
四
月
徳

川
家
が
駿
府
七
十
万
石
の
一
諸
侯
と
な
っ
た
た
め
家
臣
の
離
散
は

止
む
を
得
ず
ゃ
こ
の
時
帰
順
し
た
者
に
限
り
、
明
治
元
年
五
月

「
旧
幕
府
高
家
、
旗
下
被
召
出
、
本
領
安
堵
ノ
事
（
５
）
」
と
布
告

さ
れ
、
そ
の
後
に
帰
順
を
願
う
士
族
に
は
同
年
八
月
「
旧
旗
下
へ

徳
川
旧
臣
帰
順
ノ
者
禄
米
支
給
ノ
制
ヲ
定
ム
（
６
と
と
し
て

方
石
以
下
五
千
石
迄

千
俵
宛

五
千
石
以
下
三
千
石
迄

五
百
俵
宛

三
千
石
以
下
千
石
迄

三
百
俵
宛

（
以
下
略
）

と
あ
り
、
減
俸
の
う
え
帰
順
を
許
し
た
。
さ
ら
に
明
治
二
年
十
二

月
「
中
下
大
夫
士
以
下
ノ
禄
制
ヲ
定
ム
（
７
）
」
旨
布
告
し
て
、
「
禄

制
二
十
一
等
二
分
チ
士
族
〈
十
八
等
二
止
候
事
」
と
し

元
禄
万
石
未
満
九
千
石
迄

現
米
二
百
五
十
石

同
九
千
石
未
満
八
千
石
迄

二
百
二
十
五
石

同
八
千
石
未
満
七
千
石
迄

二
百

石

（
中
略
）

同
三
百
石
未
満
二
百
石
迄

二
十
八
石

同
二
百
石
未
満
百
五
十
石
迄

二
十
二
石

同
百
五
十
石
未
満
百
石
迄

十
六
石

同
百
石
未
満
八
十
石
迄

十
三
石

（
以
下
略
）

と
な
り
、
帰
順
士
族
の
家
禄
の
削
減
を
は
か
っ
た
。

士
族
授
産
の
一
考
察
（
中
山
）

実
収
で
旧
禄
と
比
較
し
て
見
る
と
、
新
禄
制
は
現
米
支
給
の
た

め
、
禄
即
実
収
で
あ
り
、
旧
禄
制
で
は
仮
に
一
万
石
坂
の
旗
本
は

実
収
「
一
一
一
シ
五
分
物
成
（
８
）
」
と
し
て
も
、
三
千
五
百
石
の
実
収

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
新
禄
制
に
依
り
二
百
五
十
石
と

な
っ
て
相
当
な
削
減
と
な
る
。
そ
の
後
、
家
禄
の
統
一
を
行
な
わ

ん
ど
し
て
明
治
五
年
十
二
月
新
た
に
扶
持
の
称
を
廃
し
て
、
一
人

扶
持
一
石
八
斗
の
割
で
石
高
支
給
の
事
と
し
た
。
そ
し
て
明
治
八

年
九
月
「
華
士
族
平
民
家
禄
賞
典
禄
共
本
年
ヨ
リ
米
額
ノ
称
呼
ヲ

廃
シ
、
毎
地
方
貢
納
石
代
相
場
明
治
五
年
ヨ
リ
セ
年
マ
テ
一
一
一
ヶ
年

ノ
平
均
ヲ
以
テ
金
禄
一
一
改
定
支
給
候
条
此
旨
布
告
候
事
（
９
）
」
と

さ
れ
家
禄
は
金
禄
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
金
禄
に
改
定
す
る
に
当

り
明
治
五
年
か
ら
七
年
迄
の
平
均
石
代
相
場
を
以
て
決
定
し
た
の

で
あ
る
が
、
当
時
三
年
間
の
平
均
相
場
は
そ
の
後
高
騰
を
続
け
（

他
の
物
価
も
漸
次
高
騰
し
た
の
で
彼
等
の
生
活
は
勢
い
窮
乏
化
の

途
を
た
ど
っ
た
。

明
治
六
年
十
二
月
一
一
十
七
日
家
禄
奉
還
に
つ
い
て
「
華
士
族
家

禄
賞
典
禄
百
石
未
満
ノ
者
一
一
限
り
奉
還
ヲ
許
ス
（
Ⅲ
）
」
旨
布
告
し
、

直
に
「
家
禄
奉
還
ノ
者
へ
資
金
被
下
（
＆
」
と
家
禄
の
奉
還
を
奨

励
し
て
「
家
禄
賞
典
禄
共
百
石
未
満
ノ
輩
自
今
奉
還
願
出
ノ
者
へ

産
業
為
資
本
永
世
禄
〈
六
ヶ
年
分
、
終
身
禄
〈
四
ヶ
年
分
一
時
一
一

下
賜
候
事
」
と
し
、
明
治
六
年
の
各
地
方
石
代
相
場
で
換
算
し
て

そ
の
半
額
を
現
金
へ
半
額
を
年
八
分
利
付
の
公
債
で
下
付
し
た
Ｃ

一
七
三
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さ
ら
に
翌
七
年
十
一
月
五
日
「
家
禄
百
石
以
上
ノ
者
へ
モ
奉
還
ヲ

許
ス
（
翌
」
事
と
し
前
同
様
五
十
石
は
現
金
、
残
り
は
公
債
を
以

て
交
付
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
六
年
十
二
月
家
禄
奉
還
の
条
令
と

同
時
に
家
禄
税
の
創
設
が
布
告
さ
れ
、
「
即
今
内
外
国
事
多
端
費

用
モ
拶
多
ノ
折
柄
一
一
付
陸
海
軍
資
ノ
為
明
治
七
年
以
後
当
分
ノ
所

別
冊
ノ
通
賞
典
禄
ヲ
除
ク
ノ
外
家
禄
税
被
設
候
条
、
此
旨
華
士
族

へ
布
告
ス
ヘ
キ
事
（
翌
」
と
し
士
族
の
生
活
を
貧
窮
に
追
込
ん
だ
。

家
禄
税
の
表
向
き
の
理
由
は
「
軍
資
ノ
為
」
と
称
し
た
が
そ
の
実

は
家
禄
奉
還
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
た
。
先
の
奉
還
制
度
に
依

ら
ぬ
者
は
こ
の
布
告
に
よ
り
高
額
の
家
禄
税
が
課
せ
ら
れ
た
た
め

奉
還
す
る
士
族
は
多
か
っ
た
。

明
治
九
年
八
月
五
日
金
禄
公
債
証
書
条
例
（
翌
が
布
告
ざ
れ
禄

制
は
廃
止
ざ
れ
彼
等
の
金
禄
は
数
ヶ
年
分
の
公
債
と
な
り
、
公
債

に
対
す
る
五
分
か
ら
七
分
の
利
息
の
承
が
彼
等
の
年
々
の
収
入
と

な
っ
た
。
も
と
よ
り
公
債
の
利
子
の
糸
に
依
存
出
来
る
者
は
高
禄

者
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
大
部
分
は
他
に
生
活
の
途
を
開
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
官
公
吏
、
学
校
教
師
等
と
て
も
限
り
が

あ
っ
た
の
で
彼
等
は
公
債
を
売
却
し
、
そ
れ
を
資
本
に
商
売
等
を

始
め
た
者
が
多
か
っ
た
が
、
所
詮
「
士
族
の
商
法
」
で
ほ
と
ん
ど

が
失
敗
に
終
っ
た
。
こ
こ
に
於
て
政
府
は
、
こ
れ
ら
窮
乏
士
族
の

救
済
と
反
抗
の
鎮
撫
と
の
目
的
を
も
っ
て
士
族
授
産
を
企
図
し
た

の
で
あ
る
。
士
族
の
反
抗
と
は
、
士
族
達
が
上
述
の
経
済
的
困
窮

一
七
四

の
他
に
、
身
分
的
、
心
理
的
に
？
屯
徴
兵
令
、
廃
刀
令
等
を
も
っ
て

漸
次
そ
の
特
権
を
剥
脱
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
た
め
に
彼
等
が
政
府

に
対
す
る
反
感
、
不
平
不
満
は
多
方
面
に
亘
り
種
々
の
形
で
表
面

化
し
て
行
っ
た
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
ら
は
旧
制
度
へ
復
活
さ
せ
ん

と
す
る
保
守
的
運
動
と
な
り
、
あ
る
場
合
は
新
政
府
を
倒
し
立
憲

政
府
を
た
て
よ
う
と
す
る
進
歩
的
運
動
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
運

動
は
相
反
す
る
か
に
見
え
な
が
ら
共
に
政
府
に
反
抗
し
て
い
る
点

で
一
致
し
て
い
る
。

例
え
ば
明
治
十
年
の
西
南
の
役
以
前
の
農
民
一
摸
に
お
け
る
士

族
の
煽
動
や
集
団
的
反
乱
な
ど
、
下
っ
て
西
南
の
役
鎮
圧
後
は
、

こ
れ
ら
直
接
行
動
の
不
可
能
を
悟
り
、
言
論
に
よ
る
反
抗
に
転
化

し
て
い
っ
た
。
初
期
の
自
由
民
権
運
動
も
こ
の
線
に
沿
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
暴
力
、
或
は
言
論
に
依
る
反
政
府
的
行
動
に
は

政
府
も
苦
慮
し
、
対
策
と
し
て
表
面
的
に
は
武
力
鎮
圧
、
集
合
結

社
の
圧
迫
、
言
論
・
文
章
の
抑
圧
等
の
弾
圧
策
を
と
り
、
内
面
的

に
は
懐
柔
策
を
用
い
た
。
そ
の
主
な
る
も
の
が
士
族
授
産
事
業
で

あ
・
っ
た
。
こ
の
た
め
士
族
授
産
金
と
し
て
、
明
治
十
一
一
年
三
月

「
起
業
基
金
」
の
貸
付
開
始
を
最
初
と
し
、
十
四
年
十
二
月
に
は

勧
業
委
託
金
が
、
十
六
年
一
月
以
後
一
一
十
三
年
一
一
一
月
迄
は
「
勧
業

資
本
金
」
が
貸
付
け
ら
れ
た
Ｂ
）
ｐ
そ
の
貸
付
の
条
件
は
士
族
授

産
と
い
う
性
質
上
、
寛
大
で
あ
っ
た
事
は
云
う
迄
屯
な
い
が
、
士

族
授
産
金
の
貸
与
に
は
公
債
証
書
、
土
地
等
の
抵
当
品
を
必
要
と
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し
た
。
も
っ
と
も
場
合
に
よ
っ
て
は
無
抵
当
と
し
〉
こ
の
よ
う
な

時
に
は
地
方
官
を
事
業
監
督
に
あ
て
た
。
貸
付
金
は
概
ね
貸
付
の

年
よ
り
一
定
期
間
据
置
き
、
期
間
終
了
後
年
賦
を
以
て
返
納
せ
し

め
、
そ
の
据
置
年
限
、
返
納
年
賦
は
事
業
の
種
類
に
よ
っ
て
異
に

し
て
い
た
盃
）
。

一
、
旧
幕
臣
の
移
住

慶
応
四
年
正
月
鳥
羽
伏
見
戦
争
に
よ
り
幕
府
は
朝
敵
と
な
り
、

天
領
八
百
万
石
は
没
収
、
家
名
は
一
時
断
絶
と
な
っ
た
が
、
明
治

元
年
四
月
徳
川
家
は
、
家
達
が
継
ぎ
、
駿
河
遠
江
三
河
七
十
万
石

と
な
っ
た
。
そ
れ
故
江
戸
在
住
の
旧
幕
臣
達
は
、
日
帰
順
と
称
し

政
府
へ
仕
え
る
か
。
②
新
藩
主
に
従
っ
て
駿
府
へ
移
住
す
る
か
。

⑧
暇
乞
し
て
農
商
と
な
る
か
、
の
三
途
し
か
残
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
番
有
利
と
思
わ
れ
る
の
は
、
第
一
の
途
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

多
少
の
削
減
は
免
れ
な
い
が
、
従
来
の
食
禄
を
維
持
出
来
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
三
千
石
以
上
の
高
禄
者
は
ほ
と
ん
ど
帰
順
し

た
。
士
族
の
中
で
も
三
千
石
以
下
の
者
は
帰
順
を
潔
し
と
せ
ず
、

新
藩
主
に
従
っ
て
駿
府
へ
移
住
し
た
者
が
多
か
っ
た
。

移
住
は
明
治
元
年
十
月
に
駿
府
に
到
着
し
た
の
を
初
め
と
し
、

翌
一
一
年
十
月
頃
ま
で
続
い
て
（
刀
）
約
三
万
有
余
の
士
族
が
駿
遠
参

へ
無
禄
を
覚
悟
し
て
移
住
し
た
（
翌
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
生

活
の
維
持
が
出
来
ぬ
た
め
静
岡
藩
は
、
明
治
二
年
十
一
月
旧
高
に

士
族
授
産
の
一
考
察
（
中
山
）

応
じ
て
次
の
如
き
扶
持
米
を
支
給
し
た
。

旧
一
員
一
万
石
’
一
一
一
千
石

十
人
扶
持

〃
三
千
石
’
一
千
石

八
人
〃

〃
一
千
石
’
五
百
石

七
人
〃

〃
五
百
石
’
一
百
石

六
人
〃

〃
一
百
石
’
二
十
俵

五
人
〃

〃
二
十
俵
以
下
の
者

四
人
〃

復
籍
之
者

三
人
〃

そ
し
て
一
人
扶
持
を
年
一
石
八
斗
の
割
と
し
て
、
こ
れ
を
現
石
高

の
称
呼
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
十
人
扶
持
は
高
十
八
石
と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
新
旧
石
高
の
実
収
を
比
較
す
る
と
、
高
一
万
石
は

旧
制
に
お
い
て
は
「
一
一
一
シ
五
分
物
成
」
と
し
て
も
三
千
五
百
石
が

実
収
で
あ
っ
た
。
新
石
高
は
一
応
全
部
を
実
収
と
見
る
事
が
出
来

る
か
ら
、
旧
三
千
五
百
石
は
実
に
十
八
石
に
な
っ
た
。
移
住
士
族

と
帰
順
士
族
と
の
実
収
の
比
較
は
次
の
表
に
述
べ
る
。

一
万
石
’
九
千
石

三
千
〃
’
一
一
千
〃

一
千
〃
八
百
〃

百
五
十
〃
一
〃

六
十
〃
四
十
〃

四
十
〃
三
十
〃

日
高
一
移
住
士
族
実
収
一
帰
順
士
族
実
収

Ｉ

我
妻
東
策
「
士
族
授
産
史
」
八
頁
に
よ
る

一
七
五

九九○二四八
●●●●●●

○○八六四○
〃〃〃〃〃石

一

十六○五
八九六五五○
〃〃〃〃〃石
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静
岡
藩
は
七
十
万
石
と
い
わ
れ
た
が
、
実
際
に
は
東
北
の
不
毛

地
も
そ
の
封
土
中
に
算
入
さ
れ
て
い
た
為
に
実
収
は
極
め
て
少
か

つ
た
⑲
）
。
又
そ
の
少
い
封
土
へ
多
数
の
士
族
が
移
住
し
た
か
ら
、

各
々
へ
の
支
給
額
は
僅
少
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
様
に
少
い
禄
で
は
何
ら
か
の
形
で
内
職
を
せ
れ
ば
生
活
を

維
持
出
来
ぬ
事
は
云
う
迄
も
な
く
、
既
に
明
治
元
年
十
月
二
十
七

日
、
移
住
士
族
に
対
し
て
藩
庁
よ
り
次
の
如
き
通
達
が
な
さ
れ
て

い
る
。「
御
領
内
移
住
之
輩
、
農
工
商
之
内
、
何
れ
の
業
な
り
共
相
営

活
計
の
見
込
有
之
候
者
は
、
勝
手
次
第
た
る
べ
く
候
云
を
（
翌
」

こ
れ
は
政
府
の
行
な
う
士
族
授
産
以
前
の
段
階
と
し
て
藩
独
自

の
立
場
よ
り
布
告
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ

に
類
し
た
政
府
の
布
告
は
明
治
四
年
十
二
月
十
八
日
に
な
ら
な
け

れ
ば
布
告
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
註
倒
参
照
）

そ
の
頃
の
士
族
の
状
態
は

「
県
下
一
般
士
族
之
状
態
〈
未
タ
以
テ
産
業
一
一
就
ク
能
ワ
ス
依

然
卜
概
子
貧
窮
ナ
リ
其
甚
キ
ー
ー
至
テ
〈
尚
生
活
一
一
因
ム
モ
ノ
、
如

シ
今
一
一
シ
テ
之
ガ
救
援
ヲ
ナ
サ
、
し
〈
后
来
名
状
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル

ノ
状
況
ヲ
来
ス
モ
亦
期
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
深
ク
憂
慮
ス
ル
所
ナ
ル
ヲ

以
農
二
商
―
―
工
一
一
各
其
就
キ
易
キ
業
務
一
一
従
事
セ
シ
メ
一
家
独
立

ノ
基
礎
ヲ
立
シ
メ
ン
ト
弥
々
尽
力
勧
誘
措
カ
サ
リ
シ
処
已
一
一
数
年

間
実
地
親
ク
惨
苦
ヲ
誉
メ
タ
ル
今
日
ナ
レ
ハ
亦
前
日
俄
然
世
禄
一
一

法
政
史
学
第
一
五
号

雛
レ
タ
ル
場
合
ノ
比
一
一
ア
ラ
ス
起
業
ノ
憤
発
力
〈
ア
リ
卜
錐
モ
一

事
一
業
之
レ
ガ
資
料
ヲ
仰
カ
ザ
レ
ハ
画
ヨ
リ
其
目
的
ヲ
得
ル
事
能

ハ
サ
ル
ニ
貧
窮
ニ
シ
テ
亦
如
何
ト
モ
ス
ル
能
ワ
ズ
依
テ
之
レ
カ
授

産
ノ
方
法
〈
政
府
宜
敷
資
金
ヲ
貸
与
シ
充
分
保
護
ヲ
加
ヘ
ラ
ル
、

ノ
他
ニ
ァ
ラ
サ
ル
ベ
シ
（
虹
）
」

と
あ
る
。

な
お
こ
の
中
で
政
府
の
授
産
金
の
貸
与
の
要
請
に
つ
い
て
も
ふ

れ
て
い
る
。

静
岡
藩
の
授
産
は
、
藩
当
時
か
な
り
の
授
産
資
金
な
ど
を
下
付

し
て
、
授
産
所
も
多
か
っ
た
が
、
廃
藩
置
県
後
は
ふ
る
わ
ず
、
授

産
所
も
永
く
続
か
ず
失
敗
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
牧
野
原

の
開
墾
は
、
維
新
後
藩
庁
の
行
な
っ
た
授
産
事
業
と
し
て
は
他
に

そ
の
比
を
見
な
い
程
大
規
模
だ
っ
た
。

二
、
牧
野
原
開
墾
に
つ
い
て

牧
野
原
の
茶
の
開
墾
は
文
久
、
慶
応
年
間
に
金
谷
の
入
何
人
か

が
一
部
開
墾
し
茶
種
を
播
付
け
た
事
も
あ
る
が
、
極
め
て
小
規
模

で
唯
茶
園
開
墾
の
卒
先
者
に
す
ぎ
ず
亜
）
牧
野
原
の
開
墾
は
明
治

維
新
後
の
士
族
の
入
植
に
始
ま
る
と
い
え
る
。

此
地
へ
移
住
開
墾
に
従
事
し
た
の
は
新
番
組
と
呼
ば
れ
る
士
族

の
一
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
起
り
は
嘉
永
、
安
政
の
頃
で
、
幕
臣
、

中
条
景
昭
、
関
口
隆
吉
、
大
莫
局
重
、
山
岡
鉄
太
郎
、
柵
原
妥
女

七

六
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久
保
栄
太
郎
等
十
七
名
は
時
局
収
拾
を
計
る
た
め
、
自
ら
撲
夷
十

七
人
組
と
呼
び
、
又
同
志
が
集
ま
り
二
百
有
余
人
に
達
し
た
の
で

一
隊
を
編
し
精
鋭
隊
と
称
し
て
国
事
に
奔
走
し
た
。
し
か
し
鳥
羽

戦
争
後
、
元
年
四
月
、
徳
川
慶
喜
水
戸
に
蟄
居
す
る
や
、
一
隊
は

山
岡
鉄
太
郎
を
隊
長
と
し
て
護
衛
に
当
っ
た
。
そ
し
て
移
住
の
時

に
は
、
新
藩
主
を
奉
じ
て
静
岡
へ
移
住
し
、
久
能
山
守
護
の
名
の

下
に
新
番
組
と
改
称
し
た
壷
）
。
一
一
年
版
籍
奉
還
と
と
も
に
新
番

組
は
遠
江
国
榛
原
郡
牧
野
原
へ
入
植
し
た
。
当
時
の
文
献
に
「
二

年
春
版
籍
奉
還
の
議
起
る
。
人
心
悩
恂
た
り
、
中
条
、
大
草
両
氏

見
る
所
あ
り
て
、
帰
農
の
志
あ
り
、
偶
々
関
口
氏
江
戸
よ
り
来
日

く
、
遠
州
牧
野
原
の
南
に
金
谷
原
あ
り
、
洪
荒
以
来
民
棄
て
上
顧

ゑ
ず
、
公
等
之
を
開
拓
し
て
、
何
ぞ
国
家
無
窮
の
鴻
益
を
計
ら
ん

や
と
。
二
氏
大
い
に
喜
び
、
山
岡
氏
と
議
し
、
遂
に
墾
開
力
食
の

意
を
陳
ず
。
勝
安
房
公
及
び
大
久
保
一
翁
公
等
大
い
に
賛
画
し
、

是
拠
あ
り
と
謂
ふ
。
嗣
君
終
に
谷
口
、
岡
田
、
伊
之
肋
、
牛
淵
原

等
の
拾
一
原
と
、
併
せ
て
新
開
圃
一
千
二
百
有
余
町
歩
と
を
賜

ふ
。
実
に
是
年
七
月
な
り
。
是
に
於
て
居
を
移
す
者
二
百
余
人
な

り
（
聖
」
と
あ
る
。
こ
の
開
墾
は
静
岡
藩
の
「
開
墾
方
」
の
名
称
を
受

け
た
藩
営
の
授
産
事
業
で
あ
っ
た
が
、
四
年
廃
藩
置
県
と
と
も
に

牧
野
原
は
浜
松
県
に
移
管
し
開
墾
方
の
名
称
は
無
く
な
り
、
静
岡

藩
の
管
轄
よ
り
は
な
れ
て
、
十
一
月
彼
等
は
開
墾
地
は
各
自
所
有

と
な
す
べ
き
旨
浜
松
県
よ
り
達
せ
ら
れ
、
藩
営
の
授
産
事
業
で
あ

士
族
授
産
の
一
考
察
（
中
山
）

っ
た
開
墾
は
士
族
達
の
自
営
と
な
っ
た
。
こ
の
有
様
は
大
莫
局
重

の
手
一
記
に
よ
る
と
、

「
明
治
一
一
年
七
月
中
、
旧
藩
知
事
ノ
命
一
一
因
り
、
開
墾
方
ト
称

シ
、
不
肖
高
重
モ
中
条
景
昭
卜
共
一
一
卒
先
シ
、
弐
百
余
名
ヲ
遠
州

榛
原
郡
牧
ノ
原
江
転
住
ス
ル
ー
一
際
シ
、
水
利
ノ
便
否
ヲ
量
り
、
居

住
ノ
地
ヲ
占
、
白
カ
ラ
此
家
屋
ヲ
造
営
シ
拓
地
一
一
従
事
シ
、
右
開

墾
費
用
ト
シ
テ
藩
庁
ヨ
リ
年
金
壱
万
二
千
五
百
円
ヲ
給
与
ア
リ
。

同
四
年
廃
藩
浜
松
置
県
之
際
、
右
開
墾
方
ノ
称
ヲ
廃
シ
、
該
費
用

金
等
今
後
下
付
相
成
ラ
サ
ル
旨
、
同
県
庁
ヨ
リ
申
渡
サ
レ
タ
リ
、

然
卜
雄
将
来
ノ
活
治
ヲ
企
図
ス
ル
ー
ー
ョ
リ
、
各
自
応
分
ノ
資
カ
ヲ

尺
、
鞠
躬
勉
励
白
ラ
耒
紀
ヲ
取
り
衆
一
一
先
チ
、
専
ラ
茶
樹
ヲ
播
布

ス
ル
モ
其
事
業
一
一
疎
ク
、
加
フ
ル
一
一
該
地
〈
数
百
年
不
毛
ノ
原
野

ニ
シ
テ
、
極
メ
テ
痔
地
ナ
レ
バ
成
木
モ
亦
晩
シ
、
漸
ク
同
六
年
一
一

至
り
、
紗
シ
ク
茶
葉
ヲ
摘
採
ス
ル
ヲ
得
孟
）
。
」
と
あ
る
。
叉
明
治

十
一
年
頃
ま
で
の
開
墾
状
況
は
次
に
か
か
げ
る
表
の
如
く
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
に
よ
る
と
十
年
頃
迄
は
開
墾
に
力
を
入
れ
、
十
一
年

に
な
る
と
茶
樹
の
培
養
に
力
を
注
ぎ
、
開
墾
に
は
力
を
入
れ
て
い

な
い
こ
と
が
判
る
。

当
時
の
開
墾
状
態
は
先
の
大
童
の
文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
六
年

に
な
っ
て
少
し
の
茶
葉
が
摘
採
出
来
、
そ
の
後
徐
々
に
増
殖
し
た

が
、
十
年
、
十
一
年
に
茶
価
の
暴
落
、
年
金
の
廃
止
が
経
営
を
苦

し
く
し
た
。

一
七
七
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条
を
総
代
と
し
て
政
府
に
士
族
授
産
金
の
開
墾
茶
畑
培
養
費
ノ
儀

二
付
拝
借
金
願
（
ご
」
を
提
出
し
貸
与
を
歎
願
し
た
。
こ
の
願
い

聞
入
れ
ら
れ
、
翌
十
二
年
七
月
よ
り
「
起
業
基
金
」
の
貸
与
を
受

け
る
事
が
出
来
た
。

一
、
金
弐
万
円
遠
州
榛
原
郡
牧
ノ
原
士
族

勧
業
資
金
ノ
為
明
治
十
二
年
七
月
ヨ
リ
無
利
子
五
ヶ
年
間
据
置
キ

同
十
七
年
ヨ
リ
年
四
分
ノ
利
ヲ
附
シ
向
う
五
ヶ
年
賦
毎
年
五
月
限

り
返
納
ノ
約
ヲ
以
貸
与
セ
ラ
ル
抵
当
〈
金
禄
公
債
証
書
壱
万
四

千
三
百
円
（
躯
）
並
地
反
別
百
九
拾
一
一
一
町
弐
反
五
畝
弐
十
歩
内
金
壱

万
円
ヲ
以
公
債
証
書
ヲ
購
求
シ
爾
来
其
利
子
ヲ
以
年
々
公
債
証
書

ヲ
買
入
レ
他
日
返
納
ノ
資
料
二
充
シ
残
り
壱
万
円
〈
茶
樹
培
養

ノ
為
当
蛍
現
住
ノ
戸
数
一
一
配
当
セ
リ
（
羽
）

こ
れ
で
見
る
と
授
産
金
二
万
円
を
交
付
さ
れ
た
が
、
培
養
費
に

合 明年
十浩
一十九八七六四三

年次

法
政
史
学
第
一
五
号

計

既
墾
反
別

町
五
一
一
一
・
三
九

三
七
・
五
一
一
一

八
二
・
八
四

六
○
・
四
六

八
一
・
六
八

一
三
七
・
五
五

四
○
・
○
五

四
九
三
・
五
○

備考・我妻束策「士族授産史」より

「
因
テ
益
々
勉
強
年
を

増
殖
繁
茂
シ
、
往
々
生

理
営
ム
ペ
キ
端
緒
ヲ
得

ル
ー
一
当
り
豈
計
ン
、
同

十
年
十
一
年
一
一
至
り
、

茶
価
頗
ル
低
落
シ
、
収

穫
ト
費
用
卜
対
照
一
一
巨

多
ノ
損
害
ア
リ
壷
）
」

十
一
年
士
族
達
は
中

備
考
我
妻
東
策
「
士
族
授
産
史
」
に
よ
る

益
金
に
つ
い
て
は
、
十
四
年
が
最
高
で
翌
十
五
年
が
こ
れ
に
次

ぐ
。
し
か
し
十
六
年
に
は
激
減
し
て
前
年
の
約
二
十
分
の
一
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
茶
価
の
暴
落
の
為
と
思
わ
れ
る
◎
又
一
戸
当

益
金
の
最
高
年
度
は
十
四
年
の
六
十
五
円
七
十
一
銭
で
、
こ
れ
を

当
時
の
石
高
米
価
十
円
六
十
一
銭
で
換
算
す
る
と
六
石
一
斗
一
升

に
な
り
、
旧
扶
持
米
で
は
三
人
扶
持
強
と
な
る
。
同
様
に
十
六
年

で
は
五
斗
二
升
で
一
人
扶
持
に
も
足
ら
な
い
事
に
な
り
、
駿
府
移

封
当
時
は
無
禄
と
云
わ
れ
て
も
四
人
乃
至
五
人
扶
持
は
絵
せ
ら
れ

一
七
八

あ
て
る
こ
と
が
出
来
ず
、
半
分
の
一
万
円
は
金
禄
公
債
証
書
の
購

入
に
あ
て
、
残
り
一
万
円
が
茶
樹
培
養
費
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
が

判
る
。

で
は
、
そ
の
後
の
事
業
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
表
に
よ
っ

て
述
ぺ
て
見
る
と

（
単
位
円
）

十
二
年

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七 年
次
一
益
金
一
一
戸
当
益
金
一
擶
珊
韻
米
価
一
鮖
鮪
繩
る
と

七
、

五
、

一一一、

｜
、

一
七
四

五
四
三

一
四
二

九
六
六

六
五
八

七
八
九

円

三
○
・
八
七

二
七
・
七
一

六
五
・
七
一

五
九
・
八
三

三
・
一
一
九

三
・
九
四

七
・
七
八

一
○
・
一
三

一
○
・
六
一

八
・
七
二

六
・
二
八

五
・
○
三

三
・
九
七
石

二
・
七
一

一
ハ
●
一
一

六
・
八
六

○
・
五
二

○
・
七
八
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て
い
た
の
に
、
家
禄
奉
還
後
は
作
柄
良
好
、
茶
価
好
況
の
年
で
さ

え
、
そ
の
収
入
は
四
人
扶
持
ま
で
達
し
な
か
っ
た
記
）
。
こ
の
よ

う
に
十
二
年
当
時
は
一
一
百
余
名
を
数
え
た
牧
野
原
士
族
も
、
十
六

年
に
は
半
減
し
て
百
拾
八
名
と
な
っ
て
い
る
垂
。

十
七
年
は
授
産
金
返
還
の
期
に
当
っ
て
い
た
が
、
前
述
の
如
き

事
情
で
返
還
出
来
ず
、
拝
借
金
返
納
延
期
之
儀
願
亜
）
を
提
出
し

た
。
そ
し
て
五
ケ
年
間
の
延
期
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
経
営
は

依
然
と
し
て
思
わ
し
く
な
く
、
茶
価
の
下
落
も
続
い
て
い
た
の
で

事
業
不
振
は
続
い
た
。
明
治
十
八
年
の
益
金
は
一
千
一
一
百
三
十
円

同
十
九
年
に
は
四
千
八
百
八
十
円
と
、
十
六
、
七
年
に
比
較
す
る

と
相
当
な
好
転
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
十
四
、
五
年
の
益
金
の
二

分
の
一
に
も
及
ば
な
か
っ
た
。
返
納
は
延
期
さ
れ
た
も
の
の
効
果

も
な
く
経
営
不
振
の
ま
ま
に
明
治
二
十
二
年
七
月
の
償
還
期
に
な

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

政
府
は
其
の
前
明
治
十
九
年
四
月
「
諸
貸
付
金
整
理
順
序
」
を

設
け
て
貸
付
金
の
整
理
を
計
っ
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
一
時
に
返
納

し
よ
う
と
す
る
屯
の
に
は
、
優
遇
方
法
と
し
て
元
金
を
軽
減
す
る

方
法
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
元
金
に
対
し
て
一
定
利
率
を

複
利
計
算
に
よ
り
年
賦
数
に
応
じ
て
差
引
く
も
の
で
利
引
一
時
返

納
の
法
と
よ
ば
れ
た
（
理
。
一
一
十
一
年
に
は
五
十
ヶ
年
賦
一
割
利

引
の
返
済
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
元
金
百
円
に
付
十
九
円
八
十

三
銭
を
返
納
す
れ
ば
元
金
の
八
割
以
上
の
棄
損
と
な
り
又
翌
一
一
十

士
族
授
産
の
一
考
察
（
中
山
）

三
、
開
墾
事
業
の
目
的
と
結
果

第
一
と
し
て
、
経
済
的
な
目
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
等
は
旧

幕
臣
故
に
維
新
後
は
非
常
な
生
活
困
難
に
苦
し
め
ら
れ
、
そ
の
苦

し
ゑ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
入
植
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、

実
際
に
は
家
禄
奉
還
後
は
好
況
の
年
で
す
ら
、
三
人
扶
持
強
と
い

う
有
様
で
、
数
年
の
間
に
人
数
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
経

済
的
に
は
何
ら
成
功
を
見
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

第
二
に
は
政
治
的
な
目
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
不
平
士
族
の
勢

力
を
開
墾
に
向
け
、
鎮
撫
さ
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
面

で
は
一
応
成
功
を
見
て
い
る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
旧
彰
義
隊
士
の

入
植
に
つ
い
て
、

「
六
月
旧
彰
義
隊
八
拾
有
余
人
沼
津
に
在
り
、
而
か
屯
矯
傲
放

一
七
九

二
年
に
は
、
士
族
授
産
金
に
は
九
十
ケ
年
賦
ま
で
の
延
長
を
許
可

し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
政
府
が
と
っ
た
の
は
す
で
に
名
目
的

な
も
の
で
あ
り
、
名
目
だ
け
で
も
返
納
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
し

た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

牧
野
原
士
族
も
こ
の
故
を
も
っ
て
、
二
十
二
年
九
月
、
授
産
金

を
返
済
し
得
た
。

「
九
月
政
府
の
恩
貸
す
る
所
の
金
弐
万
円
を
奉
還
せ
し
め
、
其

内
二
千
四
百
余
円
を
収
め
、
其
余
悉
く
之
を
賜
ふ
。
蓋
し
特
恩
な

り
。
是
よ
り
残
額
を
同
志
の
基
本
財
産
と
な
す
亜
）
。
」
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蝉
ｖ
制
す
べ
か
ら
ず
、
屯
集
し
て
兵
器
を
弄
す
。
…
…
大
草
氏
清

水
に
至
り
、
其
巨
魁
犬
谷
内
竜
五
郎
を
招
き
、
一
喝
叱
責
し
て
い

ふ
。
足
下
何
ぞ
無
頼
を
為
す
や
。
今
や
嗣
君
幼
沖
。
封
を
徒
す
よ

り
日
尚
ほ
浅
く
、
輔
翼
の
諸
公
、
夙
夜
心
を
労
す
る
所
な
り
。
筍

も
私
意
を
遅
う
し
不
軌
の
事
を
遂
げ
し
め
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必

ず
我
公
閣
下
を
累
は
す
に
至
ら
む
。
不
忠
こ
れ
よ
り
大
な
ら
ざ
る

は
な
し
。
足
下
何
ぞ
之
を
暁
ら
ざ
る
の
甚
し
ぎ
や
と
。
竜
五
郎
は

畏
縮
し
て
答
ふ
る
ご
と
能
は
ず
。
唯
だ
命
之
れ
聞
く
。
故
に
其
徒

悉
く
委
摩
服
従
し
、
来
り
て
我
に
附
属
す
（
蓮
。
」
と
あ
る
ご
と
ぎ

そ
れ
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
静
岡
県
牧
野
原
に
お
け
る
士
族
授
産
を
ふ
て
き
た
。
そ

の
目
的
と
し
た
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
士
族
の
経
済
的
困
窮
を
救

う
事
業
と
し
て
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
政
治
的
な
目
的
は

一
応
達
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
本
論
で
使
用

し
た
『
静
岡
市
史
編
纂
資
料
』
、
『
士
族
の
景
況
』
、
『
静
岡
県
郷
土

研
究
』
は
静
岡
県
立
葵
文
庫
の
好
意
に
よ
り
見
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

註

１
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
」
第
八
巻
一
三
頁

２
同
上

一
三
頁

法
政
史
学
第
一
五
号

３
我
妻
東
策
『
明
治
社
会
政
策
史
』
』

一
一
頁

４
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
八
巻
二
二
頁

５
同

上
三
八
頁

６
同

上
四
一
二
頁

７
同

上
四
一
三
頁

８
同

上
三
一
○
頁

９
同

上
四
三
○
頁

、
同

上
四
三
九
頁

、
同

上
四
○
四
頁

、
同

上
四
四
一
頁

Ｂ
同

上
四
四
三
頁

必
同

上
四
○
五
頁
・

店
吉
川
秀
造
『
士
族
授
産
の
研
究
』

一
七
六
頁

烟
同

上
二
○
三
頁

Ⅳ
『
静
岡
市
史
編
纂
資
料
』

第
四
巻
一
二
五
頁

焔
「
当
時
無
禄
移
住
を
覚
悟
し
て
駿
遠
参
へ
移
住
せ
し
人
数
は
、
駿
河

府
中
六
百
九
十
四
人
、
浜
松
七
百
二
十
一
人
、
掛
川
七
百
一
人
、

遠
州
横
須
賀
六
百
八
十
二
人
、
赤
坂
六
百
二
十
八
人
、
田
中
六
百

五
十
二
人
、
相
良
七
百
六
十
人
、
中
泉
七
百
二
十
九
人
、
参
州
横

須
賀
六
百
六
人
、
小
島
一
一
一
百
九
十
九
人
、
合
計
六
千
五
百
七
十
二

人
。
以
上
は
皆
一
家
の
主
の
承
を
数
へ
仁
て
、
家
族
一
家
平
均
三

人
と
す
れ
ば
、
一
万
九
千
七
百
十
六
人
。
四
人
と
す
れ
ば
二
万
六

千
二
百
八
十
八
人
と
な
る
。
岬
僕
を
引
連
れ
行
か
れ
し
者
も
あ
れ

～
ぱ
、
少
く
も
三
万
有
余
の
人
数
は
潮
の
湧
く
如
く
、
駿
還
参
の
地

一
八
○
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方
に
入
り
込
玖
し
こ
と
な
り
。
」

静
岡
市
史
編
纂
資
料
第
四
巻
一
二
六
頁

我
妻
東
策
『
士
族
授
産
史
』

八
頁

同
上

一
○
頁

『
士
族
ノ
景
況
』

静
岡
県
ノ
部

『
静
岡
市
史
編
纂
資
料
』

第
六
巻
二
八
一
頁

同
上

二
八
三
’
四
頁

山
田
政
一
「
旧
幕
臣
と
牧
野
原
開
墾
」

静
岡
県
郷
士
研
究
第
十
一
輯
一
八
○
頁

『
静
岡
市
史
編
纂
資
料
』

第
六
巻
二
九
○
頁

同
上

二
九
○
’
一
頁

「
開
墾
茶
畑
培
養
費
ノ
儀
一
一
付
秤
借
金
願
」

客
歳
西
南
ノ
役
起
リ
シ
以
来
、
別
テ
御
国
費
多
端
ノ
折
柄
恩
貸
ノ

事
ヲ
乞
上
奉
り
候
ハ
何
共
恐
怖
之
至
一
一
候
得
共
、
今
景
昭
等
署
迫

就
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
時
一
一
際
シ
侯
間
已
レ
ヲ
得
ズ
左
二
奉
哀
願
候

前
文
ノ
情
状
御
燗
察
何
卒
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
該
茶
畑
ヲ
抵
当
ト

ナ
シ
、
未
明
治
十
二
年
ヨ
リ
以
降
五
ケ
年
近
納
ノ
積
ヲ
以
テ
四
万

円
ノ
金
額
ヲ
貸
与
シ
、
景
昭
等
弐
百
余
名
ノ
者
共
轍
鮒
ノ
急
御
救

援
被
下
候
ハ
ハ
、
起
死
肉
骨
ノ
鴻
恩
永
感
侃
可
仕
候
。
依
之
別
紙

返
納
方
法
収
利
予
算
書
相
添
此
段
哀
願
仕
候
也
。

静
岡
県
下
遠
州
榛
原
郡
牧
ノ
原
居
住
士
族

中
条
景
昭
印
外
弐
百
拾
四
名
連
印

士
族
授
産
の
一
考
察
（
中
山
）

明
治
十
一
年
二
月

八
中
略
Ｖ

｜
静
岡
県
今
大
迫
貞
清
殿

右
の
史
料
は
静
岡
県
郷
士
研
究
第
十
三
囎
所
収
の
関
口
泰
「
牧

ノ
原
開
墾
に
関
す
る
資
料
」
に
よ
っ
た
。

魂
我
妻
東
策
『
士
族
授
産
史
』
一
八
頁
に
は
一
万
三
千
五
拾
円
と
出

て
い
る
。

”
『
士
族
ノ
景
況
」
静
岡
県
ノ
部

犯
我
妻
東
策
「
士
族
授
産
史
』

二
○
頁

弧
関
口
泰
「
牧
ノ
原
開
墾
に
関
す
る
資
料
」

静
岡
県
郷
士
研
究
第
十
三
輯
一
一
一
二
頁

窕
我
妻
東
策
「
士
族
授
産
史
」

二
一
頁

羽
吉
川
秀
造
「
士
族
授
産
の
研
究
」

一
一
二
二
頁

斑
山
田
政
一
「
旧
幕
臣
と
牧
野
原
開
墾
」

静
岡
県
郷
士
研
究
第
十
一
輯
一
八
三
頁

巧
同

上
一
八
一
頁

（
花
咲
繊
維
工
業
株
式
会
社
勤
務
）

一

八
一
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